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１．会社紹介

- ３ -

トヨタ紡織株式会社
TOYOTA BOSHOKU CORPORATION

■■創創 業業 １９１８年１月２９日１９１８年１月２９日

■本■本 社社 愛知県刈谷市豊田町１ー１愛知県刈谷市豊田町１ー１■本■本 社社 愛知県刈谷市豊田町愛知県刈谷市豊田町

■事業内容■事業内容 ①内装システムサプライヤー事業と①内装システムサプライヤー事業と

自動車用内装部品自動車用内装部品

②自動車用フィルター・②自動車用フィルター・

パワートレーン機器部品パワートレーン機器部品

取締役社長：豊田周平

③繊維・外装品など③繊維・外装品など

■会社の規模■会社の規模

◇売上高 10,700億円（（1313年年33月期予想）月期予想）

◇経常利益 290億円（（1313年年33月期予想）月期予想）

◇社員数 単独8 291名 連結32 023名（（1212年年99月末）月末）◇社員数 単独8,291名 連結32,023名（（1212年年99月末）月末）

◇関係会社 世界93社（（1212年年99月末）月末）

- ４ -



②沿革

トヨタグループ発祥の企業トヨタグループ発祥の企業

トヨタ紡織の歴史
豊田 佐吉（1867年生誕）

豊田紡織創業者
1918年（大正7年）豊田紡織株式会社創業

創業者：豊田佐吉

豊田紡織創業者

Ｇ型自動織機を発明Ｇ型自動織機を発明

2004年10月豊田紡織（株）・アラコ（株）内装事業・タカニチ（株）の

３社合併によりトヨタ紡織株式会社トヨタ紡織株式会社が誕生
アラコ㈱

20082008年年
創業創業9090周年周年アラコ㈱

内装事業

タカニチ㈱ トヨタ紡織㈱トヨタ紡織㈱

豊田紡織
1918年創業

豊田紡織㈱豊田紡織㈱

民成紡績
1950年独立

豊田紡織豊田紡織
19671967年社名変更年社名変更

中央紡績
1942年合併

分離 独立

20042004年年1010月月
社名変更社名変更

20042004年年1010月合併月合併

㈱豊田自動織機
1943年 吸収合併

㈱豊田自動織機製作所
1926年創立

トヨタ自動車㈱

吸 併

トヨタ自動車工業㈱
1937年創立

- ５-

③業績推移

合併以降、売上高は急拡大合併以降、売上高は急拡大合併以降、売上高は急拡大合併以降、売上高は急拡大

10,827

12,337

9 9 9 837
10,700
（予想）

9,797 9,643
9,837

9,537
8,775３社合併

2004年10月

4,563

2004年10月

1 073

,

1 185817 918 1,073 1,185

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3    09/3   10/3   11/3   12/3 13/301/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3    09/3   10/3   11/3   12/3 13/3
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④事業内容

自動車部品をシステムでお客様へ供給
内 装 品内 装 品

自動車部 客様 供給

天井ドアトリム 天井イルミネーション天井

シート

天井イルミネ ション

内装システム
フロアカーペット

繊維･外装品繊維･外装品

etc

内装システム

ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ機器部品ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ機器部品

オイルフィルター

カーテンシールドエアバッグエアクリーナー

シリンダ ドカバ

エアフィルター

オイルフィルタ

モーターコア構成部品

補給用バンパーシートベルト

- ６ -
吸気システム

水平対向エンジン用
インテークマニホールド

シリンダーヘッドカバー

ウェビングキャビンエアフィルター
etcetc

⑤国内の拠点

国内各地域に、１９の拠点があります国内各地域に、１９の拠点があります

１７生産拠点

（2012年12月末時点）

１９合計

２支社・営業所

１７生産拠点

１９合計

東北地区

東海地区

九州地区

［トヨタ紡織東北］［トヨタ紡織東北］

九州地区
［富士裾野工場］［富士裾野工場］
［関東工場（東京）］［関東工場（東京）］

［豊橋工場］［豊橋工場］

［トヨタ紡織九州］［トヨタ紡織九州］

- ８-

関東地区［猿投工場］［猿投工場］
［岐阜工場］など［岐阜工場］など



グローバルで９３社（日本以外７３社）を展開

⑥グローバル展開

日 本
子 会 社 ： １５社

グ ルで９３社（日本以外７３社）を展開
（２３カ国日本含

む）

欧州 アフリカ地域 北中南米地域中国地域 アジア オセア ア地域

子 会 社 ： １５社
関連会社 ： ５社

ＴＢＪ ： トヨタ紡織

欧州・アフリカ地域
子 会 社 ： １５社
関連会社 ： ２社

ＴＢＥＵ：ﾄﾖﾀ紡織ﾖｰﾛｯﾊﾟ

北中南米地域
子 会 社 ： ２６社
関連会社 ： ０社

ＴＢＡ：ﾄﾖﾀ紡織アメリカ

中国地域
子 会 社 ： １２社
関連会社 ： １社

ＴＢＣＨ：豊田紡織（中国）

アジア・オセアニア地域

子 会 社 ： １４社
関連会社 ： ３社

ＴＢＡＳ：ﾄﾖﾀ紡織アジアﾀ紡織 ﾀ紡織 リ紡織（中国） ﾀ紡織

凡例： ★ 地域統括・開発拠点
● 主な生産会社

（2012年9月末時点）

２．トヨタ紡織の
森づくり活動森づくり活動



■ 名 称■ 名 称

トヨタ紡織グループ『環境の森』
ト タ紡織グル プ『環境の森 ブ モ（インドネシア）・トヨタ紡織グループ『環境の森』ブロモ（インドネシア）
・トヨタ紡織グループ『環境の森』加子母（かしも）（岐阜県）

・トヨタ紡織グループ『環境の森』脊振（せふり）（佐賀県）

紡織グ プ『 境 森 大衡（ ）（宮城 ）・トヨタ紡織グループ『環境の森』 大衡（おおひら）（宮城県）

・トヨタ紡織グループ『環境の森』青土（おおつち）（滋賀県）

■ 活動理念

オ－ルトヨタ紡織は、
社会との調和ある成長を目指すために、
よき企業市民として地域に貢献するとともによき企業市民として地域に貢献するとともに、
グローバル企業として地球の環境保全に寄与する。

トヨタ紡織の『森づくり活動』

地域交流・社員参加型「社会貢献活動」

① 「植栽活動」および「森林整備活動」による

紡織 『森 り活動』

① 「植栽活動」および「森林整備活動」による
「森林および環境保全活動」

植 栽植 栽
（木を植える）

② 活動を通じての「社員および家族」、
「地域コミュニテイー」を巻き込んだ

地 域 交 流

地 域 貢 献森 林 整 備
域

「相互支援」、「地域交流」および
「青少年育成」活動

地 域 貢 献森 林 整 備
（間伐・下草刈）

親子工作教室 郷土料理体験
栗きんとん作り

女子バスケットボール部
バスケットボール教室



トヨタ紡織グループ“環境の森”計画ト タ紡織グ 環境の森 計画

『森づくり活動』 日本国内では？

‘０８年 ‘０９年 ‘１０年 ‘１１年 ‘１２年

岐阜県

‘０８年 ‘０９年 ‘１０年 ‘１１年

スタート

‘１２年～

加子母
スタ ト

佐賀県（TB九州） スタ ト佐賀県（TB九州） スタート

宮城県（TB東北） スタ ト

スタ ト

宮城県（TB東北） スタート

滋賀県（ 滋 スタート

検討中

滋賀県（TB滋
賀）

全 国 愛知県
検討中

（事業所近郊で順次）

静岡県関東地区

トヨタ紡織グループ“環境の森”計画森
『森づくり活動』 海外では？

インドネシア

‘０６年 ～ ’１０年 ‘１２年‘１１年 ‘１３年～

インドネシア
タ イ スタート

中国地区 スタート

アセアン地区
ベトナム
インド他

検討中
イ 他

（事業所近郊で順次）※中南米地区については、未定 （事業所近郊で順次）※中南米地区に いては、未定



３．トヨタ紡織グループ“環境の森”ブロモ

トヨタ紡織の「森づくり活動」

最初の取り組み

トヨタ紡織グル プ“環境の森”ブロモ（インドネシア）トヨタ紡織グループ“環境の森”ブロモ（インドネシア）

活動概要

■活動場所 ブロモ・テンゲル・セメル国立公園北部地域■活動場所 ブロモ・テンゲル・セメル国立公園北部地域

（インドネシア、東ジャワ州アルゴウーラン地区）

■面 積 １５０ ｈa （３０ｈa／年）

■協定期間 ２００６年８月１日から２０１１年３月３1日（５年間）

■ね ら い ①植林による森林荒廃地の修復

②植林による水源涵養地の保護②植林による水源涵養地の保護

③植林活動への周辺住民雇用による生活支援活動

■協力団体 公益財団法人国際緑化推進センター（JIFPRO)■協力団体 公益財団法人国際緑化推進センタ （JIFPRO)

インドネシア林業省森林保護自然保全総局

ブロモ・ティンガル・セメル国立公園管理事務所

LEM21（2006～2008） Paramitra（2009～2011)LEM21（2006～2008） Paramitra（2009～2011)

ムハマディア大学マラン校

トヨタ紡織インドネシア社（Pt．TBINA 元PT.ABA）

■トヨタ紡織 総務部CSR推進室社会貢献推進グル プ■トヨタ紡織 総務部CSR推進室社会貢献推進グループ



トヨタ紡織グループ“環境の森”ブロモトヨタ紡織グル プ 環境の森 ブロモ

■ 体 制

トヨタ紡織 TB トヨタ紡織インドネシア TBINAトヨタ紡織 TB トヨタ紡織インドネシア TBINA

（公財）国際緑化推進センター JIFPRO

インドネシア林業省

ブロモ・ティンガル・セメル
国立公園管理センター

インドネシア NGO/NPO
LEM21・ParamitraBTSNP LEM21・Paramitra

周辺住民ムハマディア大学
UMM

ジャカルタ

スラバヤ

TBインドネシア

ジャワ島 ラン

TBインドネシア
スラバヤ工場

Tosari

植林地

ジャワ島 マラン

Mt BromoMt.Bromo

ブロモ・ティンガル・セメル国立公園
（BTSNP）



1 t 3 rd 4th
5 th

1st
Y

2nd5th
Y

1 st

Year

30h

2 nd

Year

3 rd

Year

33 ha

Year

33 ha

5 th

Year

3 0 h Year

30ha

Year

33ha

Year

30ha

30ha 33 ha
33 ha3 0 ha

■植林地の状況■植林地の状況

１．地 形 傾斜地・ブロモ山（火山）の火口から約1km

２ 標 高 2 500－2 700ｍ 高地で森林限界に近い２．標 高 2,500 2,700ｍ 高地で森林限界に近い

３．植 生 ほぼ草地の森林荒廃地
※保護活動前の違法伐採や森林火災が原因保護活動前 違法伐採 森林火災 原因

■気象条件

１ 気 候 熱 帯（？）

1st
Y

2nd5th
Y

１．気 候 熱 帯（？）

２．気 温 ３℃～２０℃

３ 降雨量 6 600 /年Year

30ha

Year

33ha

Year

30ha1st
Year

2nd
Year

3rd
Year

33h

4th
Year

33ha

5th
Year

３．降雨量 6,600mm/年

※日本平均 1,800mm/年

世界平均 880 /年30ha 33ha 33ha 33ha
30ha 世界平均 880mm/年

■土 性

１．火山灰土壌（黒色）



課 題

■高地・厳しい自然環境下での造林技術の確立

１．適正な植栽時期１．適正な植栽時期

２．最適樹種

３ 苗木の育成方法３．苗木の育成方法

４．植栽方法

５ 火山ガス/霜害対策５．火山ガス/霜害対策

■植林活動／森づくり活動の円滑な推進

１．現地との円滑な情報交換

２．「地域貢献」・「自然保護啓発」

・周辺住民の活動参加

・現地NGOによる環境、生活改善教育

３．社員参加活動

トヨタ紡織グループ“環境の森”ブロモ（インドネシア）

■植林活動 ： 周辺住民の参加協力

・面 積 累計 １５９ ｈa ５ヵ年 ３０～３３ｈa／年）
・植 林 数 累計 ３１６,０００本

（５０,０００本/年 補植 ５,０００～１５,０００本/年）

■育苗技術 培養土の改良、取り木による育苗

■林道整備

■育成・保護活動

・下草刈 ２回／年

・貯水池設置

・防火パトロール

■環境NGO ： 環境教育・生活改善教育

・LEM21、Paramitra(環境NGO)

■現地確認 ： JIFPRO・TBスタッフ

１～２回／年



■社員参加活動■社員参加活動

１．熱帯林育成募金（２００７～２００９年度）

面積 ９h・面積 ： ９ha

・植林数 ： 約19,000本（３ヵ年累計）

２．植林体験ツアー（2008年１月）

３．インドネシア駐在社員による植樹会（2007年６月）

■成果報告会 ： 2012年３月■成果報告会 ： 2012年３月

１．記念植樹式

２ 成果報告２．成果報告



■植林地の状況■植林地の状況

２００７年６月２００７年６月
1年目（植林後３ヶ月）

■植林地の状況

1st
Y

2nd5th
Y Year

30ha

Year

33ha

Year

30ha



■植林地の状況

■植林地の状況■植林地の状況



■植林地の状況■植林地の状況

２００７年６月
（植林後３ヶ月）（植林後３ヶ月）

２０１２年 ３月２０１２年 ３月
（2006年度植林）

■成 果

１．熱帯高地（標高：2,500～2,700m）での

植林による林地の回復

２．現地スタッフの造林技術・意識の向上

・育苗技術

２段階植林法の考案・２段階植林法の考案

３．周辺住民の森林保護・保全に

対する意識向上対する意識向上

・住民による防火パトロール

・居住地周辺への薪炭林の植林・居住地周辺への薪炭林の植林

・地域と連携した活動に成長

ブロモ山に隣接しエコツ リズムなど・ブロモ山に隣接しエコツーリズムなど
モデル林、研修林として活用



■今後の課題

１．点在する植林不適地

・植林後、乾季に枯損する植林後、乾季に枯損する

原因究明

・再植林による回復・再植林による回復

２．４～５年間隔で噴火するブロモ山の

降灰対策降灰対策

３．植林地の保護管理活動の継続

・資金援助システムの構築

４．ブロモ地区を水源とする

地域企業との連携

５．周辺住民の環境教育．周辺住民の環境教育

生活改善支援活動の推進

■今後の計画■今後の計画

２０１３年度以降
トヨタ紡織インドネシアと協力し森林保護支援活動を継続

２０１３年度～ （検討中）

トヨタ紡織インドネシア
TBINA

トヨタ紡織
TBJ

（公財）国際緑化推進ｾﾝﾀ

TBINATBJ

（公財）国際緑化推進ｾﾝﾀｰ
JIFPRO

（技術サポート）

ブロモ・ティングル・セメル
国立公園管理センター

ムハマディア
大学 国立公園管理センタ

BTSNP
大学
UMM

植林地周辺住民
（植林地育成・森林保護活動）



本プロジェクトを実施するにあたり、ご協力いただいた

現地インドネシア政府、ブロモ・テンゲル・セメル国立公園

管理事務所、ムハマディア大学、LEM21、Paramitraのスタッフの管理事務所、ムハマディア大学、LEM21、Paramitraのスタッフの

皆さん、クドｳング村の皆さん、現地サポートのトヨタ紡織

インドネシアの皆さん、全体総括および技術サポートと

全体運営を担当していただき、今回の発表の機会与えて

いただきました公益財団法人国際緑化推進センターの

皆様にこの場を借りましてお礼申し上げますとともに皆様にこの場を借りましてお礼申し上げますとともに、

引き続き、ご指導いただきますようよろしくお願いいたします。

Thank you for your attention.
Terima kasih 

March 26, 2013
General Administration Div.
Toyota Boshoku Corporation



明 日 の 車 室 空 間 を デ ザ イ ン し ま す 。


